
11月　行事予定

28 火 期末考査(12/4まで)

29 水

12 日 全商ビジネス計算実務検定 26 日 全商ビジネス文書実務検定

13 月 27 月

津島分校学校説明会(10:00～)

10 金
①～⑤(45分授業)　人権・同和教育講演会(6限)
第２回日本漢字能力検定

24 金

11 土 ベネッセ総合学力テスト(1･2年) 25 土

「勤労感謝の日」

8 水
①～⑤(45分授業)　第２回防災退避訓練(6限)
漢字テスト⑪

22 水

9 木 23 木

木曜日授業　　期末考査発表

6 月 振替休業 20 月

7 火 21 火

4 土 18 土

5 日 第２回実用英検(二次) 19 日

3 金 「文化の日」　　文化祭 17 金

木 文化祭前日準備(授業なし) 16 木 交通安全登校指導　　　　　　　県高文祭

15 水

14 火
家庭学習時間調査(～11/30まで)
人権デー④　　人材育成講座(1年6限)
思春期保健講座(2年6限)

30 木

1 水 文化祭準備(45分授業) 15 水

全校集会
第３回人権・同和教育HR活動　公開授業
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「考えること」と「考えさせること」  

 
２年学年主任 清家 規晶  

 

娘の夏休みの宿題「俳句」、テーマは『夏』。「スイカわり」の後に続く言葉を考え

ていた。私は何気なく「スイカわり・・・・」と口にした。その瞬間である、娘の

冷たい視線と妻の「考えてるのに、何で言うんよ」という言葉。自分でも「しまっ

た！」と感じました。  

娘には日ごろから「わからんでもいいから、考えなさい」と言っています。宿題

をやっていて、私に「ここわからん」という娘。私はそれまでにどんなことを考え、

どのようにわからなかったかを説明させます。そのうえで、すぐ答えに行きつくの

ではなく、遠くから答えに近づいていきます。娘は答えの出ないもどかしさから、

答えをしきりに聞くのですが、私は何とか『我慢』をするのです。  

どこまで？  

それは、娘が答えにあるいは答えの方向性に気づくまで。  

答をあるいは考え方をすぐに教えることは、子どもの考える力、考える習慣、何

よりも創造性を奪うことになる。と思っています。  

ですから、子どもに気づかせることを大切にしているのです。  

今の時代、パソコンやスマホの発達により、苦労することなく、答えが見つかり

ます。皆さんはその答えを疑ったことはありますか？  

先日、よくわからない場所に行くために、スマホの経路案内を利用しました。私

は歩き始めて１分ほどで、その経路がおかしいことに気づきました。最終的にこの

方向に行くのに、スマホの経路は明らかに遠回りだと！やはり、自分の感じた通り

でした。スマホに従っていれば多分８分の道程を 20 分以上かけていたのではない

かと思います。  

このように、人は与えられることに慣れてしまうと、それにばかり頼ってしまい、

考えることをしなくなります。それでは、人は成長しないのでないでしょうか？  

子どもにとって、「考えること」は大切です。そのためにも、周囲の大人が「考え

させる」環境を作っていかなければならないのではないでしょうか。子どもは答え

が出ないイライラを、大人は教えてあげたい気持ちをグッと『我慢』して、しっか

りと「考え」、「考えさせ」ましょう。


